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県
民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
や

食
生
活
改
善
の
た
め
に

　
滋
賀
県
で
は
医
療
、
介
護
、
学
校
教
育
な
ど
広
い
分
野
に
お
い
て
、
県

民
の
健
康
増
進
や
食
育
推
進
の
た
め
、
栄
養
士
の
皆
さ
ん
が
活
躍
さ
れ
て

い
ま
す
。
今
回
は
こ
う
し
た
活
動
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
て
、
そ
の
処
遇
改

善
や
研
修
体
制
な
ど
の
充
実
に
向
け
て
知
事
や
教
育
長
に
質
問
し
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
で
は
全
国
の
栄
養
士
の
皆
さ
ん
が
避
難
所
の
食
事
指

導
な
ど
で
活
躍
さ
れ
た
が
、
今
後
見
直
し
を
さ
れ
る
滋
賀
県
の
防
災

計
画
で
は
ど
の
よ
う
な
位
置
づ
け
を
さ
れ
る
の
か
。

知
事
　
被
災
者
支
援
に
お
け
る
管
理
栄
養
士
の
役
割
は
、
３
点
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。
１
つ
は
、
乳
幼
児
、
妊
産
婦
な
ど
栄
養
・
食
生
活
支
援
の

必
要
な
避
難
者
の
把
握
と
栄
養
指
導
で
す
。
２
つ
め
は
避
難
所
支
援
物
資

の
衛
生
管
理
支
援
で
す
。
３
点
目
は
避
難
所
炊
き
出
し
な
ど
の
栄
養
管
理

支
援
で
す
。
地
域
防
災
計
画
の
見
直
し
に
お
い
て
は
、
現
行
の
災
害
時
栄

養
指
導
対
策
に
加
え
て
、
栄
養
指
導
を
必
要
と
す
る
人
の
把
握
や
支
援
物

資
の
衛
生
管
理
支
援
な
ど
、
位
置
づ
け
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

糖
尿
病
な
ど
の
疾
病
予
防
の
取
組
と
県
の
管
理
栄
養
士
の
果
た
す
役

割
に
つ
い
て
問
う
。

健
康
福
祉
部
長
　
糖
尿
病
等
の
疾
病
予
防
は
、
１
つ
は
若
い
頃
か
ら
健
康

的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
社
会
環
境
づ
く
り
が
重
要
で
す
。

２
つ
め
は
糖
尿
病
に
な
っ
て
も
、
合
併
症
を
予
防
し
、
適
正
な
医
療
が
受

け
ら
れ
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
こ
の
た
め
、
県
と
し
て
、
健
康
的
な
生
活

習
慣
を
身
に
つ
け
る
た
め
の
啓
発
、
健
診
・
保
健
指
導
等
を
行
っ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。
こ
う
し
た
取
組
の
中
で
管
理
栄
養
士
の
役
割
と
し
て
大
き

く
３
点
あ
り
、
１
つ
は
食
習
慣
に
つ
い
て
の
啓
発
、
２
つ
め
が
事
業
所
、

病
院
、
社
会
福
祉
施
設
等
の
給
食
施
設
に
対
す
る
栄
養
管
理
指
導
で
す
。

３
つ
め
は
栄
養
士
、
管
理
栄
養
士
の
連
携
強
化
の
た
め
の
研
修
で
す
。
こ

う
し
た
こ
と
な
ど
を
通
じ
て
、
糖
尿
病
な
ど
の
県
民
の
生
活
習
慣
病
の
予

防
の
取
り
組
み
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

学
校
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
と
今
後
の
配
置
計
画
に
つ
い

て
問
う
。

教
育
長
　
学
校
に
お
け
る
栄
養
教
諭
の
配
置
状
況
で
す
が
、
本
県
で
は
、

平
成
18
年
度
か
ら
、
計
画
的
に
栄
養
教
諭
の
配
置
を
進
め
て
お
り
、
現
在
、

30
名
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
栄
養
教
諭
の
配
置
計
画
に
つ
い
て
で
す
が
、
栄
養
教
諭
は
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
的
な
役
割
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
、
全
市
町

に
配
置
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
今
後
、
栄
養
教
諭

が
各
学
校
で
の
食
育
を
推
進
す
る
上
で
、
学
校
数
の
多
い
市
町
や
広
域
の

市
町
に
お
い
て
は
、
複
数
配
置
が
で
き
る
よ
う
に
努
め
て
い
き
た
い
。

大
規
模
な
給
食
セ
ン
タ
ー
方
式
に
移
行
す

る
市
町
で
は
学
校
栄
養
職
員
の
不
安
も
大

き
い
と
聞
い
て
い
る
が
、
ど
う
か
。

教
育
長
　
学
校
給
食
は
食
育
推
進
を
図
る
う

え
で
の
生
き
た
教
材
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
自

校
方
式
、
セ
ン
タ
ー
方
式
な
ど
調
理
場
の
形

態
に
関
わ
ら
ず
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
と
連

携
し
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に
進
め
て
い
く
。

医
療
や
介
護
の
現
場
で
働
い
て
い
る
栄
養

士
の
処
遇
改
善
に
つ
い
て
は
栄
養
指
導
の

技
術
料
の
改
善
な
ど
国
の
制
度
の
充
実
に

向
け
て
我
々
も
働
き
か
け
て
い
く
が
、
県

と
し
て
で
き
る
こ
と
は
な
い
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
介
護
報
酬
な
ど
で
点
数
加

算
が
で
き
る
よ
う
な
資
格
取
得
や
研
修
の
充

実
に
向
け
て
今
後
も
努
力
し
て
い
く
。

平
成
23
年
11
月
定
例
会
一
般
質
問
か
ら
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奥村展三衆議院議員と共催で右記の通り
 「2012年新春の集い（国政・県政報告会）」を開催します。

多くの皆様のご参加をお待ちしております。

    今江まさひこ プロフィール
昭和29年（1954年）生まれ（満57歳）。
県立彦根東高等学校、同志社大学法学部を卒
業後、近江八幡市職員を経て、2007年４月
滋賀県議会議員に初当選。現在、２期目で
議会運営委員会副委員長を務める。

日時 2012年1月14日㈯
 午前11時から
場所 ホテルニューオウミ
 （近江八幡駅前）
会費 3,000円

新春の集いのお知らせ
2012/1/14

　昨年11月に県内15か所において
意見交換会を開催しました。テーマは
原子力災害対策など防災に関して行
い、具体的な避難計画の早期策定、琵
琶湖の汚染を防ぐこと、防護服や車両
等の資機材の整備、病院や施設の協力
体制の整備、迅速な情報伝達、ヨウ素
剤やインシュリンなどの常備薬の備
蓄など、多くの要望やご意見をいただ
きました。こうした内容は11月定例
会の代表質問や一般質問の中に生か
すとともに、現在見直し中の原子力災

害対策に取り入れるように知事に要
望しました。
　今後も県政の重要課題をテーマにし
た意見交換会を開催しますので県民の
皆さんのご協力をお願いいたします。

　本年3月に東近江市役所愛東支所の
建物を活用して滋賀県平和祈念館が
オープンする予定で、11月定例会にお
いて関連条例が提案されました。
　滋賀県遺族会をはじめ、多くの県民
の皆さんの要望が実ったものであり、
私も一般質問において知事の運営に
かかる基本方針を確認しました。

 近江大橋の長寿命化工事について
　近江大橋の通行料については建設費用の償
還が終わる平成24年9月から無料化される
予定でしたが、新たに長寿命化工事（約8億円）
などが必要となったため、平成25年12月ま
で無料化が先送りされることになりました。
　近江大橋の維持管理のためには年間約1億
5千万円程度必要なことから、今後の国にお
ける有料道路の議論を踏まえながら、滋賀県
でも有料道路のあり方を有識者とともに検討
していく予定です。
 「流域治水基本方針」について
　全国的に水害が頻発するなかで、滋賀県で
は「どのような洪水にあっても人命を守り、壊
滅的な被害を防ぐためにはどのように対応す
べきか」という視点で治水対策を見直し、数年

間に及ぶ検討を経て、流域治水基本方針を策
定しました。
　流域治水基本方針はこれまでの河床の掘削
や堤防強化などの「川の中の対策」だけでな
く、貯留対策、危険個所での土地利用規制や建
築物の耐水化などの「川の外の対策」をも並行
して行う治水方針であり、全国的にも注目さ
れています。
　大きな気候変動が続く中で、この方針に基
づく早急な条例策定などが求められており、
市町の担当者レベルでの協議も重ねてきまし
たが、自民党県議会議員団は市町における議
論が不十分との理由で継続審査としました。
　これは安全安心のための施策を政局で遅ら
せようとするものであり、決して県民の皆さん
の理解を得られるものではないと思います。

本年３月のオープンに向けて整備中の
滋賀県平和祈念館の前で（東近江市）

県民の皆さんと民主党・
県民ネットワークの意見
交換会を開催しました。

滋賀県平和祈念館が
本年３月に開館します。

近江八幡市で開催された「県民の皆さんとの意見交換会」
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政策・土木交通常任委員会の活動報告
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さ
て
�
昨
年
の
東
日
本
大
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賀
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も
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